
2007年10月25, 26日
ホテル松島大観荘　(宮城県松島)

PRMU研究会では，韓国情報科学会SIG-CVPR
と共催で，10月25，26日の2日間にわたり，
テーマセッション「PRMU技術が拓く未来
生活」を開催することになりました．研究
会では，皆様からの投稿に基づく一般講演
に加え，豪華講師陣によるキーノート講演，
オーガナイズドセッションを予定しており
ます．

一般講演は，国際セッションと母国語セッ
ションから構成されています．

母国語セッションの参加・発表手続き等は，
通常のPRMUと同一です．日本語で原稿を書
いて，日本語でご発表いただけます．
国際セッションは査読を行うため，通常の
PRMUとは投稿方法が異なります．次の点に
ご注意いただき，奮ってご投稿・ご参加
ください．
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
使用言語  英語
論文ページ数 6ページ
スタイルファイル 以下のサイトから取得
http://www.ieice.org/iss/prmu/jpn/kjpr/
査読   あり
投稿方法  以下のアドレスに送付
prmu-kjpr-submit@mail.ieice.org
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

両セッションとも参加費は無料です．積極的
なご投稿・ご参加をお待ちしております．

ご不明な点がございましたら，下記の問合先
アドレスまでご連絡ください（日本語でどう
ぞ）．

キーノート講演：
　Henry Baird 教授 
     (Lehigh University, USA)
　瀬名 秀明 教授
     (Tohoku University, Japan)

Henrry Baird 教授は，文字認識などパ
ターン認識の研究を先導され，最近
では，人間とコンピュータのインタラ
クションに興味の対象を広げて精力的
に研究活動を行われています．

瀬名秀明 教授は，「パラサイト・イブ」
の作者として著名な，日本を代表する
SF作家であり，2006年からは東北大学
機械系特任教授を務め，科学技術と人間
の関係についてのコラムや講演にも熱心
に取り組まれています．

オーガナイズドセッション：
「PRMU技術が拓く未来生活」
日韓を代表する研究者による，CV/PR
技術が我々の生活をどのように変えた
のか，そしてどのように変えてゆくの
かに関する，講演・討論を計画してい
ます．

Information
http://www.image.iit.tsukuba.ac.jp/kjpr2007/
Inquiries
prmu-kjpr-inquiries@mail.ieice.org
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(KJPR2007) 10月PRMU研究会

IMPORTANT DATES:
　　　　　　（延長しました）

投稿〆切: 
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査読結果通知: 
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2007年9月28日
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